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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

  当第３四半期連結累計期間（平成27年４月１日～平成27年12月31日）における企業のＩＴ投資は、景気の緩やか

な回復基調を背景に、大企業や中堅企業において堅調に推移しております。

  このような中、今年度は構造改革による収益の向上を推進し、クラウド基盤の確立やサービスの変革等、独自能

力の強化に取り組んでおります。 

  当第３四半期連結累計期間における業績につきましては、平成27年10月の連結子会社売却に加え、大型案件の減

少やハードウェア販売価格の低下傾向等の影響により売上高は減少となりましたが、システム開発において高速開

発による生産性の向上や利益率の高い案件の獲得等があり、営業利益に寄与いたしました。なお、経常利益につき

ましては持分法による投資損失計上の影響により、親会社株主に帰属する四半期純利益につきましては第２四半期

連結累計期間に実施した子会社ののれんの減損損失による特別損失計上の影響により、それぞれ前年同期を下回り

ました。

 

  当第３四半期連結累計期間における事業分野別の概況は、以下の通りです。

  なお、平成27年４月１日付の事業再編により報告セグメントの区分を変更（※）しており、以下の前年同期比較

については、前年同期の数値を変更後のセグメント区分に組み替えた数値で比較しております。 

 

［情報ソリューション］ 

企業の情報システムの構築及び運用保守サービス等を行っている情報ソリューション分野では、システムにつ

いては製造業向けのサーバー等のビジネスが堅調に推移したものの、金融・公共を中心にサーバー、ストレージ

及びネットワーク機器等のビジネスが減少しました。システム開発については、高速開発等の取り組みや利益率

の高い案件の獲得等によりビジネスが堅調に推移しました。サービスについては、ハードウェアビジネスやネッ

トワーク構築ビジネス等が減少いたしました。 

これらの結果、売上高は425億96百万円（前年同期比5.8％減）となりました。 

 

［ディストリビューション］ 

パートナー企業様向けにハードウェア、ソフトウェア及びＩＴサービス等の販売、並びにＩＴサプライ用品及

びオフィス文具用品等の販売を行っているディストリビューション分野では、ディストリビューターが契約窓口

となっているＩＢＭ製品の新規保守サービス等のサービスビジネスが堅調に推移しました。一方、パートナー向

けビジネスでは、ＩＢＭサーバー、ストレージ、ＰＣ等のシステム製品においてビジネスが減少いたしました。

また、サプライについては、主にプリンター関連消耗品の需要減により販売が減少いたしました。 

これらの結果、売上高は197億72百万円（前年同期比1.2％減）となりました。 

 

［製品開発製造］ 

プリンターなどの情報機器及び当グループ独自のソフトウェアの開発・製造・販売を行っている製品開発製造

分野では、グループ会社を通じてのＪＢソフトウェアの販売については、主要なソリューション（プリンティン

グ支援、情報連携支援等）のビジネスが堅調に推移いたしました。また、プリンターについては、主力製品であ

るインパクトプリンターのビジネスが大口案件の獲得等により伸長いたしました。 

これらの結果、売上高は22億62百万円（前年同期比5.4％増）となりました。 

 

  以上の結果、当第３四半期連結累計期間の業績は、売上高646億32百万円（前年同期比4.1％減）、営業利益12億

13百万円（前年同期比1.0％増）、経常利益11億27百万円（前年同期比10.5％減）、親会社株主に帰属する四半期

純利益は２億63百万円（前年同期比55.2％減）となりました。

 

 

（※）平成27年４月１日付にて、情報ソリューション事業の株式会社リード・レックスとＪＢＣＣ株式会社の 

ＥＲＰの事業を、製品開発製造事業のＪＢアドバンスト・テクノロジー株式会社に、それぞれ吸収合併、 

吸収分割するグループ内組織再編を実施いたしました。 
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（２）財政状態に関する説明

  当第３四半期連結会計期間末の資産につきましては、前連結会計年度末に比べ65億77百万円減少し、380億36百

万円となりました。これは主に、現金及び預金が15億４百万円、受取手形及び売掛金が41億19百万円、のれんが８

億51百万円減少したことによるものです。

  負債につきましては、前連結会計年度末に比べ59億45百万円減少し、243億38百万円となりました。これは主

に、支払手形及び買掛金が31億19百万円、短期借入金が９億93百万円、その他流動負債に含まれている未払費用が

14億19百万円、その他流動負債に含まれている未払消費税が６億11百万円減少したことによるものです。

  純資産につきましては、前連結会計年度末に比べ６億32百万円減少し、136億98百万円となりました。これは主

に、親会社株主に帰属する四半期純利益により２億63百万円増加した一方、非支配株主持分が６億22百万円、配当

金支払により４億25百万円減少したことによるものです。

 

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

  景気の緩やかな回復基調を背景に企業のＩＴ投資が堅調に推移する中、当グループといたしましては、システム

開発における高速開発等の推進や高収益ビジネス獲得推進等、引き続き収益の向上に取り組んでまいります。ま

た、クラウド化の進む世の中の変化に呼応し、お客様の課題解決をクラウドで提供する「ＥＣＯシステム・クラウ

ドサービス」の推進等のクラウド事業の拡大や、２４時間３６５日体制でお客様をサポートするＪＢグループの運

用監視センター（ＳＭＡＣ）を利活用したクラウドセキュリティ運用サービス等の充実にも取り組んでまいりま

す。

  これらによりビジネスの拡大と収益の向上に努めてまいります。 

  平成28年３月期の通期の連結業績予想につきましては、平成27年10月29日に発表いたしました連結業績予想に変

更はありません。なお、業績予想は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づ

いており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。

 

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

 該当事項はありません。

 

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

 税金費用の計算は、当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積も

り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しております。

 

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

会計方針の変更 

（企業結合に関する会計基準等の適用） 

 「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日。以下「企業結合会計基準」とい

う。）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成25年９月13日。以下「連結会計基準」と

いう。）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号 平成25年９月13日。以下「事業分離等会計

基準」という。）等を第１四半期連結会計期間から適用し、支配が継続している場合の子会社に対する当社の持分

変動による差額を資本剰余金として計上するとともに、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用として計上す

る方法に変更しております。また、第１四半期連結会計期間の期首以後実施される企業結合については、暫定的な

会計処理の確定による取得原価の配分額の見直しを企業結合日の属する四半期連結会計期間の四半期連結財務諸表

に反映させる方法に変更しております。加えて、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持分から非支配株主持

分への表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前第３四半期連結累計期間及び前連結会

計年度については、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。

 企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項(4)、連結会計基準第44－５項(4)及び事業

分離等会計基準第57－４項(4)に定める経過的な取扱いに従っており、第１四半期連結会計期間の期首時点から将

来にわたって適用しております。

 これによる損益に与える影響はありません。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成27年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成27年12月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 7,481 5,977 

受取手形及び売掛金 20,516 16,396 

商品及び製品 2,303 2,393 

仕掛品 341 387 

原材料及び貯蔵品 565 596 

その他 3,539 3,668 

貸倒引当金 △48 △33 

流動資産合計 34,700 29,388 

固定資産    

有形固定資産 2,381 2,304 

無形固定資産    

のれん 851 － 

その他 851 764 

無形固定資産合計 1,702 764 

投資その他の資産    

その他 6,020 5,686 

貸倒引当金 △190 △106 

投資その他の資産合計 5,830 5,580 

固定資産合計 9,914 8,648 

資産合計 44,614 38,036 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 11,723 8,604 

短期借入金 2,553 1,559 

未払法人税等 631 326 

販売等奨励引当金 71 69 

受注損失引当金 － 16 

その他 7,269 6,051 

流動負債合計 22,248 16,628 

固定負債    

退職給付に係る負債 7,486 7,226 

役員退職慰労引当金 14 － 

資産除去債務 301 294 

負ののれん 1 1 

その他 230 187 

固定負債合計 8,035 7,710 

負債合計 30,284 24,338 
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    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成27年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成27年12月31日) 

純資産の部    

株主資本    

資本金 4,687 4,687 

資本剰余金 4,760 4,760 

利益剰余金 4,080 3,918 

自己株式 △454 △454 

株主資本合計 13,074 12,912 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 461 551 

為替換算調整勘定 38 45 

退職給付に係る調整累計額 △356 △302 

その他の包括利益累計額合計 143 294 

非支配株主持分 1,113 490 

純資産合計 14,330 13,698 

負債純資産合計 44,614 38,036 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 

 至 平成26年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成27年12月31日) 

売上高 67,364 64,632 

売上原価 53,879 50,952 

売上総利益 13,485 13,679 

販売費及び一般管理費 12,283 12,466 

営業利益 1,201 1,213 

営業外収益    

受取利息 2 3 

受取配当金 34 40 

受取保険料 15 22 

その他 44 29 

営業外収益合計 97 96 

営業外費用    

持分法による投資損失 － 126 

支払利息 24 22 

為替差損 5 22 

支払手数料 7 8 

その他 1 1 

営業外費用合計 38 182 

経常利益 1,259 1,127 

特別利益    

投資有価証券売却益 － 264 

関係会社株式売却益 － 115 

特別利益合計 － 380 

特別損失    

減損損失 － 453 

訴訟関連損失 － 75 

固定資産除却損 2 6 

投資有価証券評価損 － 2 

特別損失合計 2 538 

税金等調整前四半期純利益 1,257 969 

法人税等 597 668 

四半期純利益 659 300 

非支配株主に帰属する四半期純利益 70 36 

親会社株主に帰属する四半期純利益 589 263 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 

 至 平成26年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成27年12月31日) 

四半期純利益 659 300 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 221 89 

為替換算調整勘定 2 7 

退職給付に係る調整額 56 54 

その他の包括利益合計 280 151 

四半期包括利益 940 452 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 870 415 

非支配株主に係る四半期包括利益 69 36 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 該当事項はありません。

 

 

４．補足情報

販売の状況（連結）

 

セグメントの名称 販売高（百万円） 前年同期比（％）

情報ソリューション 42,596 △5.8

ディストリビューション 19,772 △1.2

製品開発製造 2,262 5.4

合計 64,632 △4.1

 平成27年４月１日付事業再編により、セグメントの変更を行っており、「前年同期比（％）」は、前第３四半期連結累

計期間の販売高を変更後のセグメント区分に組替えて算出しております。
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